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Ａさん（事故者、２５歳）は、８月１５日午後３時４０分頃壱岐市の「勝本漁
港」内で遊泳中、海底にいる魚を発見したので、これを捕獲しようと思い、岸壁
にいる友人Ｂさんに「モリ」を渡してくれるように頼みました。Ｂさんは海面か
ら高さ４．５ｍのところから、約７ｍ離れたＡさんに向かって、よく確認しない
まま投げ渡したところ、事故者Ａさんの左側頭部に「モリ」が突き刺さってしま
いました。「モリ」は頭蓋骨に達したものの、運よく命に別状はなく全治２週間
の加療を要するとのことでした。

 ～事故からの教訓～
まず第一に使用者に「モリ」
を渡す時には、決して投げた
りしないで手渡しで渡しま
しょう。この時も「モリ」の
無いほうを渡すようにしてく
ださい。「モリ」の先端部分
は写真のように取り外せるよ
うになっていますので、別々
に手渡したほうが安全です。
使用する時には、回りに人が
いないかどうかを確認して安
全な使用に心がけましょう。
「発射、投射する「モリ」
は、ほとんどの県の漁業調整
規則で禁止されています」の
で、使用する各県の規則をよ
く確認してください。
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プレジャーボート等海難

発生地点図

係留地での台風対策
　･もやいの点検をする。（古かったり、擦り切れた箇所があるロー
　プは、取り替える。）
　･増しもやいを取る。（船のクリートに取る際は、満遍なく取り、
　力を分散させる。もやいが岸壁の角で擦れる場合は、擦れる場所に
　ゴムホースや毛布などを巻き付け、擦れを防止する。）
　･船上の片付け。（飛散するおそれのある物は、船内に。風の抵抗
　が大きくなるようなオーニングなどは外しておく。）
　･潮汐等の変化を考慮する。（高潮により思わぬ高さまで海面が上
　昇し、もやいの長さが足りず、沈没することも。）
　･その他（フェンダーの準備、台風情報の確認etc･･･）

以上のことは、台風接近前に実施しましょう。
荒天時の作業は非常に危険です。

今年はまだ台風が九州に上陸していませんが、準備はしておきましょう。

「モリ」の先端部

「モリ」全体
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　  海の相談室だより　(七管本部海洋情報部)

　　　　　　     「海峡レトロ海図展」を開催
　　　　　　　　　　 ー　9月12日は水路記念日　ー

 
 ９月１２日は、明治４年（１８７１年）兵部省海軍部水路局が誕生し、日本で海図の作成が開
始された日で、これを水路記念日としています。第七管区海上保安本部では、水路記念日
の関連行事として旧門司税関で「海峡レトロ海図展」を９月１２日（金）～２３日（火）まで開
催しており、好評を博しています。
　

展示内容　　九州北部の最新の海図
　　　　　　　　　〃　　歴史的海図と伊能図（写）
　　　　　　　明治～平成までの関門海峡の海図
　　　　　　　いろいろな「海の図」
　
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
　歴史的海図と伊能図
　　①伊能図(原寸・縮小模写図)
　　　　明治の初めに海図作成に活用するため伊能図原本から原寸模写された「豊後
　　　　(別府、大分)」「豊後日向(津久見、佐伯)」及び縮小模写された九州北部の
　　　　「対馬」「五島」「壱岐」「筑後　筑前　肥前（福岡）」「筑前　豊前　長門（関門）」など
　　②軍機海図
　　　　昭和５年から１４年に刊行された佐世保軍港付近の軍機海図
　　③九州北部の変遷を示す海図
　　　　明治以降の時代とともに移りゆく様子を示す海図

　いろいろな「海の図」
　　海の図にはいろいろなものがあります。船舶が航海を目的に使用する図、漁業や釣り
の参考になる図、ヨットやモーターボートのための図、潮流の向きや強さが描かれた図、な
どなど。「海峡のレトロ海図展」ではこれらを紹介しています。

　水路記念日と海洋情報部
　　明治４年に設置された兵部省海軍部水路局はその後、海軍省水路局、海軍水路部、そ
して戦後、海上保安庁水路部と変遷し、平成１４年４月に現在の海上保安庁海洋情報部と
なりました。海洋情報部は、創設以来、海に関する最新の情報を海図・電子海図などで提
供し、航海の安全を支えてきました。さらに、海洋の環境問題や地震などの災害への対
応、大陸棚画定への対応、マリンレジャーの普及に応える情報提供など、海洋に関する
様々な調査と情報の提供を行っています。


